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冬期における森林面積と烏の種数との関係

平野敏明ｌ・石田博之２．国友妙子３

宇都宮市は，東京から約100kｍ離れた人口約42万の地方都市である．近年は，東北新幹

線の開通にともない，首都圏への通勤圏になっている．そのため，新たな住宅地の造成が

進み，平地林はこま切れに分断され，急速に孤立化しつつある．

筆者らは，こうした生息環境の変化と鳥の生息状況との関係に興味を持って調査を行なっ

ている（平野ほか1985,平野・樋口1988)．ここでは，宇都宮市における森林面積と冬

期の烏の生息種数，種構成との関係について興味深い結果が得られたので報告する．

環境の特性と烏の生息状況との関連については，アメリカ合衆国を中心として欧米で広

く研究されている（たとえばMacArthur＆Wilsonl967,Codyl985,Fullerl986)．近年

我が国においても，烏の生息種数や多様性に影響をおよぼす環境要因の基礎的調査が行な

われている．（藤巻1981，樋口ほか1982,平野ほか1985,由井1987,平野・樋口1988，

村井・樋口1988)．しかし，これらの多くは繁殖期を対象としたものであって，冬期につ

いて行なわれたものは少ない．この種の調査がいろいろな地域で行なわれることは，現在

日本野鳥の会が進めているサンクチュアリーの建設や生息地保護を進めるための基礎資料

として意義があると思われる．

本調査を行なうにあたっては，日本野鳥の会研究センターの樋口広芳博士に貴重な御助

言をいただいた．また，遠藤孝一，桑山直仁，大原健，鈴木宏美の各氏には情報を提供し

ていただいた．以上すべての方々に厚くお礼申し上げる．

調査地および調査方法

調査は，栃木県宇都宮市の18か所を対象に行なった（付表１)．これらの調査地には，

住宅地に残された著しく小面積の二次林や人為的に造られた公園の緑地，丘陵をおおう森

林など様々な林地が含まれている．したがって各調査地の植生や林内構造，周囲の環境な

どは異なっていたが，今回は特に問題にしなかった．調査地を選定するにあたっては，周

囲の林から少なくとも100ｍ離れた孤立した林としたが，いくつかの地域では50ｍ前後し

か離れていないものも含めた．これは，宇都宮市の場合には東京などとは異なり，住宅の

庭木やグリーンベルトなどに樹木が多く，完全に孤立した林が少ないためである．

調査は，1988年12月から1989年２月下旬にかけて実施した．観察は，午前７時から午後

1989年10月19日受理

１．〒32O宇都宮市吉野２－３－１５戸室方

２．〒321宇都宮市峰町35O宇都宮大学探鳥会

３．〒３４４春日部市千間１－４０１－３
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１時までの間に，各調査地とも５回行なった．ただし，長岡町の丘陵は時間的に余裕がな

く３回しか行なえなかった．調査コースは，各調査地の全域をカバーするように設定した．

調査地の森林面積は，住宅地図から算出したり，発表されている面積から森林以外の面

積（池や芝生，道路，建物）を差し引いて算出した．また，生息種数は，５回の調査の累

積種数をもちいた．分析にあたっては，生息環境の多くを樹木に依存する鳥の種を対象と

し，得られた結果から次の種をのぞいた，チョウゲンボウ，キジ，カワセミ，キセキレイ，

ハクセキレイ，セグロセキレイの７種．

結果および考察

森林面積が増加するにしたがって，そこに生息する鳥の種数も増加した．すなわち，面

積が0.1ha前後の著しく狭い林には５種が，１ha前後になると10～14種が記録され，面積

が２ha前後では16～21種に増加し，３～５haに増加すると18～25種が記録された．面積

が10ha前後では30～31種に増加し，２０ha以上では33～37種が記録された．ここで森林面

積をX，鳥の種数をＹとすると，両者の関係は

Ｙ＝13.681ogX＋14.54ｒ＝0.94Ｐ＜0.001

という回帰式で表すことができる（図１)．

したがってこの式に基づけば，

Ｘ＝１Ｙ＝14.5

Ｘ＝1０Ｙ＝ 28.2

Ｘ＝100Ｙ＝41.9

と期待することができる．

次に，林の面積が増加するにしたがってどのような種が加わるかをみてみると，多少の

ばらつきはあるもののはっきりと決まっている傾向がある（表１)．0.1ha前後の著しく狭

い林にはキジバトやスズメ，ヒヨドリ，ツグミ，カワラヒワ，アオジが記録されたに過ぎ

なかった．１ｈａ前後の林になると，それらにムクドリやハシボソガラス，メジロ，オナ

ガ，ジョウピタキ，モズ，シジュウカラ，カケスなどが加わった．２ha前後では，ホオ

ジロやカシラダカ，アカハラが記録され，３～５haになるとこれにシロハラやトラツグ

ミ，ハジプトガラス，アオゲラ，アカゲラ，エナガなどが加わった．森林面積が10ha前

後ではコゲラやキクイタダキ，ルリピタキ，ヒガラ，マヒワなどが記録されるようになり，

20ha以上の林になるとアトリやミソサザイ，ウソ，ヤマガラ，ハイタカ，オオタカなど

いろいろな種が加わった．

次に，どのようなグループの種が森林面積の増加にともなって増加するのかを明らかに

するために，記録された種を生息環境の違いから，低木林から疎林・林縁に主にすむ種

(以下疎林・林縁性の種）と疎林から森林に主にすむ種（以下森林性の種）に分けて分析

した（図２)．すると，疎林・林縁性の鳥の種数は，森林面積が増加するにしたがって種

数も増加するが，２haあたりから頭打ちになりそれ以降はあまり増加しなかった．一方，

森林性の種は，１ha以下の著しく狭い林では種数も少ないが面積が増加するにしたがっ

て種数も徐々に増加し，２haあたりからは新たに加わる種は森林性の種がほとんどだっ

た．このことは，疎林・林縁性の種は比較的狭い林にも生息できるが，森林性の種はより

広い林を必要とすることを示唆している．
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図１．冬期における森林面積と鳥の種数との関係．

Ｆｉｇ．１．Relationshipbetweenforestareaandthenumberofspeciesinwinter．
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図２．森林面積と森林性の鳥の種数（●）および疎林・林縁性の鳥の種数（○）との関係．
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Fig.２.Relationshipbetweenforestareaandthenumberofwoodland(●)andshrub-open
wOodlandspecies（○）
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表１．冬期における森林面積の増加に応じた各種の出現状況

Ｔａｂｌｅ１．Speciescompositioninrelationtotheincreaseoftheareaofforestsinwinter．
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嘩各調査地の数字は森林面積（ha）を表す．

Figuresundereachstudyarea(Ａ､Ｒ）indicatetheareaofforests(ha)．

＊＊種名の後の記号は生息環境を表す．●：森林性の秘，○：疎林・林縁性の種．

Symbolsbehindspeciesnamesindicatehabitatstypes．●：Woodland，○：Shrub-openwoodland．
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こうした森林面積と烏の種数との関係は，繁殖期にも認められている（樋口ほか1982，

村井・樋口1988)．しかし，繁殖期と冬期とでは，種数の増加傾向が明らかに異なってい

る．すなわち，繁殖期では１ｈａまでの林ではあまり増加せず，１ｈａ以上になると漸増し

はじめる（村井・樋口1988)．また，村井・樋口（1988）によれば１haでは6.5種，l0ha

では10.5種，100haでは17.6種の生息が予想されるのに対し，冬期ではそれぞれ14.5ｂ28.2,

41.9種の生息を予想することができる．これらのことから冬期には，小面積の林でも繁殖

期より多くの種が生息することがわかる．同様の関係は，平野ほか（1985）の樹木率と種

数との関係でも報告されている．村井・樋口（1988）の繁殖期と比較してみると，冬期１

～３haの小面積林に生息している種の中には，モズやウグイス，トラツグミ，アオゲラ

のように繁殖期には10～100ha以上の林に生息する種も含まれている．また，２ha前後の

林からツグミ，シロハラ，アカハラ，トラッグミの近縁な３～４種が生息していることも，

小面積の林に多くの種が生息していることの一因となっている．ただし，樋口ほか（1982）

や村井・樋口（1988）が述べている繁殖期の状況は，東京近郊の林で調べられたもので，

そこでは林の孤立化の程度は，宇都宮の場合に比べて一般により著しい．また林の種類や

構造も異なっているので，種数が少ないことはそうした環境の違いからもきている可能性

がある．

要約

1．栃木県宇都宮市の18か所で，1988年12月から1989年２月下旬にかけて，森林面積と鳥の種数，

種構成との関係を調べた．

2．森林面積が増加するにしたがって，鳥の種数も増加した．種数をＹ，森林面積をＸとすると，

両者の関係は次の式で表すことができた．

Ｙ＝13.681ｏｇＸ＋14.54ア･＝０．９４Ｐ＜０．００１

３．１ｈａ以下の著しく狭い林では，疎林・林縁性の種が大部分を占めた．２ｈａ以上の林では，森

林面積が増加するにしたがって新たに加わる種は，おもにカラ類やキツツキ類，大型ツグミなど

の森林性の鳥だった．
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付表調査地一覧

１滝の原２丁目

２平松本町

３下戸祭２丁目下戸祭児童公園

４大塚町陽南第一公園

５東峰町（１）

６御幸が原町

７滝の原３丁目宇都宮高校

８ 石 井 町

９陽西町御国神社

１０東峰町（２）

1１平出工業団地平出工業団地公園

1２峰町宇都宮大学構内

１３睦町県立中央公園

1４東戸祭１丁目八幡山公園

１５下栗町

1６下砥上町

１７戸祭町戸祭緑地

1８長岡町

調査地Ｎｏ． 面積（ha）

1．Therelationshipsbetweenforestaｒｅａａｎｄｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓｐｅｃｉｅｓａｎｄｓｐｅciescomposi‐

tionofbirdswereinvestigatedatUtsunomiya,centralHonshu,inthewintersofl988and

1989.

2．Thenumberofbirdspeciesincreasedasforestareaincreased，Theregressionofforest

areaXonthenumberofspecieｓＹｗａｓ：

Ｙ＝13.681ogX＋14.54Ｆ．＝0.94Ｐ＜0.001

3.Thespeciesinsmallforests（belowlha）areshrub-openwoodlandbirds､Thespecies

thatincreasedwithforestarea，especiallyabove2ha，aremainlywoodlandbirds，such

aswoodpeckers，tits，andthrushers、

１．ｃ/oTomuro,2-3-15Yoshino,Utsunomiya,Tochigi320

２.BirdwachingclubofUtsunomiyaUniversity,３５０Minemachi，Utsunomiya，

Tochigi321、

3.1-401-3Ｓｅｎｍａ，Kasukabe,Saitama３４４
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